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第５回Minecraftカップ

全体概要
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全体概要：大会について

■ 大会の目的：

■大会について：
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「誰もが元気に安心して暮らせる持続可能な社会」とは、どんな社会でしょう？

たとえば、異なる性別や年齢、国籍、人種の人たちが、お互いに認め合い、それぞれが持つ個性や能力を発
揮させる考え方として、ダイバーシティ＆インクルージョンというものがあります。

また持続可能な社会を目指すためには、エネルギーの問題も考える必要があります。石油やガスといった化
石燃料を多く使い過ぎると、地球温暖化や大気汚染、資源の枯渇などにつながってしまいます。

そういった問題を解決するためには、発電時にCO2を出さないクリーンなエネルギーを使ったまちづくりを
していく必要があります。クリーンエネルギーは、太陽や風など自然の力を使ってつくられますが、安定し
た活用を叶えるためには、さまざまな発電方法をバランスよく組み合わせる必要があります。住む場所や環

境についても、地域の文化や風土に合わせた家づくりやまちづくりが必要です。

このような環境や社会の変化に対応する仕掛けや仕組みを、教育版マインクラフトの中で自由に考え、表現
してください。大会に応募する作品をつくる時は、SDGs目標5、7、11の3つのテーマから1つ以上を選び、
目標達成に近づけるアイデアを盛り込んでください。
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「誰もが元気に安心して暮らせる持続可能な社会」

〜クリーンエネルギーで住み続けられるまち〜

SDGsの目標

全体概要：募集作品テーマ



全体概要：大会スケジュール
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趣旨

プログラミング体験やデジタルなものづくりを通じた問題発見・解決を目指すツールとして世界各国の教育
現場で活用されている「教育版マインクラフト」を活用し、全ての子どもたちにプログラミング教育やデジ
タルなものづくりに触れられる機会を届ける。

実施概要

(1) 日本全国と海外を含む地区ブロックで、地区大会予選／本選を実施し、地区大会で選ばれた代表が全国大
会に臨む。

(2) 地区大会予選を通過したチームが地区大会本選に臨む。今年度はリアル/オンラインのハイブリッド開催
とする。地区大会本選の最優秀賞、優秀賞をはじめ各賞を決定する。

(3) 地区ブロックは次の13地区とする。

北海道海外ブロック：北海道、海外

東北ブロック ：青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

北関東信州ブロック：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、長野県

南関東ブロック ：千葉県、神奈川県、山梨県

東京ブロック ：東京都

北陸ブロック ：新潟県、富山県、石川県、福井県

東海ブロック ：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿ブロック ：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国ブロック ：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

四国ブロック ：徳島県、香川県、愛媛県、高知県

北九州ブロック ：福岡県、佐賀県、長崎県、大分県

南九州ブロック ：熊本県、宮崎県、鹿児島県

沖縄ブロック ：沖縄県

(4) 地区大会本選で最優秀賞を受賞した者が、各地区の代表として全国大会に臨む。全国大会の最優秀賞、優
秀賞をはじめ各賞を決定する。

参加資格

以下の３部門に沿って、1名以上30名以下のチームを編成する。 

満年齢は2024年4月1日時点のものとする。 

ヤング部門は、中学校生徒・高等学校生徒あるいはそれと同等とみなされる課程に在籍する学生であること。

(1) ジュニア部門：チームの最年長が小学校3年生以下（満9歳以下）で編成されたチーム

(2) ミドル部門 ：チームの最年長が小学校6年生以下（満12歳以下）で編成されたチーム

(3) ヤング部門 ：チームの最年長が高校生以下（満19歳以下）で編成されたチーム

審査対象

教育版マインクラフトを使用したワールド作品（付随する文章、画像、映像やスピーチを含む）

応募期間

2023年6月1日（木）から2023年8月31日（木）23:59まで

大会日程

地区大会予選：2023年 9月15日（金）〜 9月25日（月）

地区大会本選：2023年10月21日（土）〜12月 3日（日）までの土・日・祝日

全国大会 ：2024年 2月11日（日）
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全体概要：大会要項①



大会参加にあたって必要な環境

①PC／タブレット（Windows10、Windows11、Mac OS、iPad、Chromebook）
②通信インターネット環境

③教育版マインクラフト（Minecraft Education）のライセンス ※1 ※2

※1 学校などの教育機関では、既に教育版マインクラフトのライセンスを所持している可能性があるので

ライセンスをお持ちかどうか学校の管理者などに確認してください。

※2 一部の例外を除き、教育版マインクラフトの無条件での無償貸与はいたしません。

応募作品時の要件と提出物について

(1) チームメンバー全員の会員登録、及びチームメンバー登録を完了する。 

(2) 応募時に下記を全て提出する。

・教育版マインクラフトを用いたワールドのデータ

 (スポーン地点から1000×1000以下の範囲内で制作する)。

・タイトルを明記した作品の顔となるTOP画像を提出する。

・ワールドデータの作成箇所を1024×1024に切り取った８倍サイズの地図画像

・各質問項目に対する回答（各400字以内）と、それに即した画像（各１枚）

①作品の中で最も注目してみてほしいところはどこですか？苦労した点や、工夫したところなども教え

てください。 場所や物、事柄を具体的にお書きください。

 ②「作品テーマ」をワールド上でどのように表現していますか？ SDGsのどの目標を取り入れて制作

したのかも含めてお答えください。

 ③どのようなことを調べたか。本やネット等、何を使って調べたか。 場所や物、事柄を具体的にお書

きください。

 ④プログラミングなどを、どのように使ったか？

 ⑤どのような計画を立てて制作をすすめたか？

・ワールドの魅力やその作品テーマが伝わる動画（１分程度）

・その他追加したい添付資料（PDFや写真、MakeCodeデータなど ）※任意

(3) 必ず保護者の同意を得ること。

(4) 作品は未公表のものとする。

(5) 作品に使用する素材は著作権法上問題のないもののみを使用すること。作品に他人が著作権等を持つ著作
物が含まれる場合には、応募者の責任において、当人に使用の許可を得ること。また、人物の肖像等を利用
する場合についても同様とする。 万一、それら著作権、著作隣接権及び肖像権など、あらゆる権利を有する
者のうちから一つでも異議申し立てがあった場合は、応募者の責任と負担で解決するものとし、主催者側は
一切の責任を負わないこととする。

(6) 動画内での音声について、声の加工（ボイスチェンジャー）や音声ソフト（ボイスロイド等）の使用は下
記の条件において可とする。

・利用ガイドラインがはっきりしているサイト、サービスであること

・商用利用が許可されていること（商用利用可と書かれていること）

・使用、掲載に関して報告やURLの記載が不要なものであること

使用する際は、許可を得た音声や著作権者の連絡先リストを応募資料に添付する。 動画に関するその他の規

則は、YouTubeの利用規約に従うこと。 大会としては、肉声での音声収録を推奨。
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全体概要：大会要項②



応募方法

(1) チームメンバーは公式ホームページ（https://minecraftcup.com/）より各自会員登録を行う。 必ずマ
イページに氏名、お住みの都道府県、学校名、学年、生年月日、性別を記載する。

(2) チームリーダーはマイページからチームを作成し、チームメンバーを個別に招待し 、全員を追加す
る。 また、地区大会本選に進んだ場合、資料の送付や賞品の発送先の住所、緊急時に連絡可能な電話番号を
記載する。

(3) 応募期間内にマイページにアクセスし、提出物をアップロードして提出する。

(4) 作品中に他人が著作権をもつ著作物等が含まれる場合には、許諾を得た著作物等とその著作権者等の連絡

先のリストを応募資料に添付すること。

応募作品の著作権

応募作品の著作権は応募者に帰属する。 ただし応募者は、応募作品を、(1)その発表のために必要な利用（複
製、展示、配信、上映等）をすることについて許諾する（なお、ホームページに掲載する場合にはその期間
を限定する）。 また、上記に加えて応募作品のうち優秀作品を、(2)募集者が本事業を広報するために必要な
利用（印刷物、ホームページ、配信、上映、イベント等）をすること、及び(3)募集者が本事業の記録として
保存するために複製することについても、当該優秀作品の応募者には了承すること（広報の際に優秀作品を
要約したり翻訳したりする場合があるが、その際には当該優秀作品の応募者に確認を取る）

大会後の応募作品の利用

大会後、記録や広報以外の目的で、応募作品を出版、ビデオ化、放送、その他の方法により有償又は無償で
利用する場合には、募集者と応募者との間でその条件について協議する。

応募作品の返却

応募作品の返却は行わない。

大会要項ダウンロード[PDF]

https://minecraftcup.com/2022/wp-
content/themes/minecraft/img/app/minecraft-
cup2023_yoko_1101.pdf
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全体概要：大会要項③

https://minecraftcup.com/
https://minecraftcup.com/2022/wp-content/themes/minecraft/img/app/minecraft-cup2023_yoko_1101.pdf
https://minecraftcup.com/2022/wp-content/themes/minecraft/img/app/minecraft-cup2023_yoko_1101.pdf
https://minecraftcup.com/2022/wp-content/themes/minecraft/img/app/minecraft-cup2023_yoko_1101.pdf


全体概要：エントリー
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応募期間内に公式サイトから会員登録ページにアクセスし、必要事項を入力して会員登録を
行うことで、チーム作成、応募提出、イベント参加方法のお知らせ、大会のお知らせ、ピア
ボーディングの権利、アカウントの利用申請などが行える。

■エントリー（会員登録）：



全国13の地区ブロック分けて、地区大会[予選・本選]を行った。
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■13地区ブロック

地区 地区ブロック都道府県内訳

北海道海外 北海道、海外

東北 青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

北関東信州 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、長野県

南関東 千葉県、神奈川県、山梨県

東京 東京

北陸 新潟県、富山県、石川県、福井県

東海 岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

北九州 福岡県、佐賀県、長崎県、大分県

南九州 熊本県、宮崎県、鹿児島県

沖縄 沖縄県

地区ブロック内訳



応募が完了し、確認がとれた作品はすべて公式サイトに掲載される。
掲載された作品は一次審査のピアボーティング対象となる。
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■応募作品

応募作品ページに13地区ブロックに分かれて作品が掲載
https://minecraftcup.com/works/

地区を開くと作品がランダムに掲載
部門のタブを開くと部門ごとにソートできる

作品を開くと応募時に提出した内容が掲載されている

https://minecraftcup.com/works/


全体概要：ライセンス貸与数・サイト閲覧数・動画再生数

■ライセンスの無償貸与数

■ サイト閲覧数

Minecraft: Education Edition(教育版マインクラフト)の利用可能ライセンスを参加人数

分無償貸与した。

ライセンス貸与数 ：1,341個 (2024/3/27時点)

応募作品数：500作品

132,927 PV

（2023年4月1日〜2024年3月31日）
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■ 動画再生数（2024年4月1日現在）

全コンテンツ再生回数 約204.9万回

パートナー企業動画（合計） 853回

全国大会 10,014回
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■ 取材動画再生数（2024年3月24日現在）



15

■ 大会関連動画再生数（2024年3月24日現在）
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■ 視聴者数が多い動画（2024年3月25日現在）

■ 視聴者層（2024年3月25日現在）
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■ トラフィックソース（2024年3月25日現在）
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■ 動画再生数（2024年3月27日現在）

全コンテンツ再生回数 約159.4万回



全体概要：審査基準
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審査基準は、地区大会／全国大会共通のものである。

これらの基準を元に、審査員による厳選な審査が行われる。



全体概要：地区大会[予選・本選]
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全国13の地区ブロックで、地区大会予選〜本選を実施。

全国大会では、各地区ブロックの代表作品を部門ごとに審査する。

全国13地区ブロックに分かれて、地区大会予選〜地区大会本選を行う。審査には、各地区を担当する地区大
会審査員も参加する。
参加者は、応募の際に13地区ブロックの中から該当する地区を選択して作品応募をおこなってください。地
区をまたいでチームが結成された場合、チームの中で誰の地区から応募するのか事前に話し合って決めてく
ださい。
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地区大会予選を通過すると、本選において審査会が実施される。

地区大会審査員による厳選な審査が行われ、地区大会の総合賞が決定する。

また、該当地区において地域パートナーがいる場合、地域パートナーから選ばれたチームに特別賞が授与さ
れる。

特別賞は以下の通りである。

全体概要：地区大会[予選・本選]



22

■全国大会審査員①

全体概要：全国大会
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■全国大会審査員②

全体概要：全国大会
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全体概要：全国大会
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Minecraftカップは、日本財団の助成を受けて開催しています。

日本財団は「すべての子どもたちに、これからの社会を生き抜く力を育むことができるような機会や環境が
提供され、未来への希望が持てるようにする」ことは、社会の責任と考えています。しかし現実には、家庭
の抱える困難が複雑・深刻化し、地域のつながりも希薄になる中で、安心して過ごせる居場所がなく、孤立
してしまう子どもも少なくありません。

そこで、子どもたちが安心して過ごせる環境で、自己肯定感、人や社会と関わる力、生活習慣、学習習慣な
ど、将来の自立に向けて生き抜く力を育む「子ども第三の居場所」を全国に拡げており、ここをハブとして、
行政、NPO、市民、企業、研究者の方々と協力し、誰一人取り残されない地域子育てコミュニティをつくる
ことで「みんなが、みんなの子どもを育てる」社会を目指しています。

本大会が取り扱う教育版マインクラフトは、想像力・協働性・問題解決能力・探求心・プログラミング的思
考が身につくなど、高い教育効果があるため、現在多くの学校の授業として導入されていますが、地方や困
窮世帯の子どもなどにはまだ充分に行き届いておらず、また指導者不足も課題となっています。

日本財団としては、未来を担う子どもたちのために、Minecraft カップの大会目的に共感し、開催を支援す
るとともに、教育版マインクラフトの全国的な普及展開を行う「デジタルものづくりコミュニティ」の形成
に取組み、すべての子どもたちに豊かな体験プログラムが行き届くよう、大会運営委員会とタッグを組んで

活動していきます。

全体概要：スペシャルサポーター、大会パートナー・協力・後援・運営団体・主催

■スペシャルサポーター：
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日本財団2022年度
「子ども第三の居場所」事業募集要項

https://www.nippon-foundation.or.jp/grant_application/programs/child-third-place
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■大会パートナー・協力
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■地域パートナー・後援・運営団体・主催

主催 Minecraftカップ運営委員会
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全体概要：Minecraftカップ運営委員会
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■大会運営アドバイザー①

全体概要：大会運営アドバイザー
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■大会運営アドバイザー②

全体概要：大会運営アドバイザー
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全体概要：Minecraftカップ運営委員会事務局
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全体概要：技術アドバイザー／地区審査員サポーター



第５回Minecraftカップ

エントリー・応募者数
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レポート概要

エントリー期間：2023年4月3日(月)〜2024年2月11日(日)

エントリー数：12,275人（仮登録含む）※2024/1/17時点

35

エントリー概要

作品応募期間：2023年6月1日(月)〜9月3日(日)

作品応募数 ：500作品

作品一覧ページ：https://minecraftcup.com/works/

応募概要

https://minecraftcup.com/works/


エントリー：エントリー者数
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男 女 選ばない (空白) 総計

(空白) 4 6 0 1656 1656

北陸ブロック 253 70 18 0 341

北九州ブロック 321 117 9 0 447

北関東信州ブロック 776 363 50 0 1189

北海道海外ブロック 460 189 51 0 700

南九州ブロック 230 122 48 0 400

南関東ブロック 1049 375 34 0 1458

東北ブロック 291 89 20 0 400

東京ブロック 1295 516 103 0 1914

東海ブロック 752 227 70 0 1049

中国ブロック 406 118 26 0 550

四国ブロック 239 112 52 0 403

近畿ブロック 733 343 107 0 1183

沖縄ブロック 323 219 33 0 575

総計 7132 2866 621 1656 12275

※2024/1/17時点



エントリー：作品応募数

37

行ラベル ジュニア部門 ミドル部門 ヤング部門 総計

近畿ブロック 18 34 33 85

東京ブロック 20 26 19 65

中国ブロック 13 37 13 63

北関東信州ブロック 8 27 17 52

南関東ブロック 10 23 13 46

東海ブロック 5 15 14 34

北海道海外ブロック 7 17 7 31

北陸ブロック 0 21 6 27

四国ブロック 4 12 9 25

南九州ブロック 2 18 4 24

北九州ブロック 5 11 7 23

東北ブロック 3 8 4 15

沖縄ブロック 0 7 3 10

総計 95 256 149 500



エントリー：大会を知った経緯
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一番多かったのは口コミの3123件だった。
友達、学校からの紹介も多くそれぞれ1293名、1144名が登録をした。これは教育機関や
プログラミング教室からの周知、取り組みが多かったものと思われる。

※その他は未集計

口コミ 3123

友達からの紹介 1293

学校からの紹介 1144

公式ウェブ 735

クラブ活動 400

コロツアー 306

コロコロコミック 276

sns 263

公式パンフレット 237

youtube 108

新聞 103

メルマガ 56

その他 1089

総計 9133



応募：エントリー者の年齢別男女比
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男 7132

女 2866

選ばない 621
空白 1656

総計 12275

※2024/1/17時点



応募：エントリー者の所属
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男 女 選ばない 総計

未就学児 137 54 5 196

小学校低学年 650 189 28 867

小学校高学年 2315 623 75 3013

中学生 1964 440 100 2504

高校生 647 161 80 888

OB・OG 85 29 9 123

学生（大学・専門学校など） 44 52 12 108

その他 344 392 202 938

課外活動指導者（塾・放課後教室など） 35 22 21 78

学校関係者 176 90 14 280

社会人 320 301 33 654

保護者 415 513 42 970

総計 7132 2866 621 12275

※2024/1/17時点

（空白回答 1656人を含む）



第５回Minecraftカップ

地区大会予選・地区大会本選

41



42

■ 作品数：

チームは１名の個人から最大29名の団体での参加がみられた。

参加者は、公式サイトより会員登録を行い、マイページからチームを作成。参加する仲間とチームを組み、作

品を制作して自地区より応募を行う。
海外と日本の混合チームや、全国各地で仲間を集めて参加をするチームなども現れた。遠距離の場合はTeams

といったWeb会議ツールやMiroなどのコラボレーションツールを用いて制作に望んだ。

作品数、応募内容、審査基準

参加対象 ：

2024年4月1日時点で満19歳以下の、1名以上30名以下で構成された以下の３部門に沿ったチーム
●ジュニア部門：チームの最年長が小学校3年生以下（満9歳以下）で編成されたチーム
●ミドル部門 ：チームの最年長が小学校6年生以下（満12歳以下）で編成されたチーム
●ヤング部門 ：チームの最年長が高校生以下（満19歳以下）で編成されたチーム

作品数 ： 500作品

作品一覧 ： https://minecraftcup.com/works/

https://minecraftcup.com/works/
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■審査基準

構
想

力

参加者向け
大会のテーマについて考え、他の作品には無い自分の作品だけにある要素やポイントを考えだし、文章や絵でまとめ
たり、設計図などにして、イメージをふくらませることができたか。

審査員向け

＜主に制作の前段階でのインプットに関わる項目＞ 
制作前の全体構想を作成する際に、これまでの Minecraft カップ最終選考ノミネート作品や YouTube で発表されて

いるワールド作品等で見たことが無いような独自の新しい要素、デザイン、ストーリー等を熟考のうえで導き出すこ
とが出来ているかどうかを判断する。さらにそれらの構想を「概要案、構想、設計、等々」という形で実際に紙面や

データ上にアウトプットし閲覧者に理解してもらう状態まで作れているかどうか。大会テーマを自分なりの解釈で入

れ込むことができているか。

調
査

力

参加者向け
大会のテーマについて本やネット、動画などいろいろな場所やものがしらべられているか。さらに提出物や発表時に
何をしらべたかしっかりと伝えられているか。

審査員向け

＜主に制作の前段階でのインプットに関わる項目＞ 
事前調査が十分に行えているかどうか。書籍、ネットの情報や動画等を集約し、自身の作品に反映することが出来て

いるか。正しい情報かどうかの裏付けや精査を行い、情報の精度を高めることができているかどうかを判断する。
＜主に発表時のプレゼンなどアウトプットに関わる項目＞ 

プレゼンの際に「どこで、なにを、どのように、どのくらい」調べたかの要素をわかりやすく引用なども用いて発表

できているかどうかも判断する。 

技
術

力

参加者向け
ワールドの建物などを手作業だけでなく MakeCode で組んだプログラムでも作れたかどうか、さらにレッドストー
ン回路やコマンドブロックをつかって新しいしかけを作ることができたか。そのしかけがきちんと動いているか。

審査員向け

＜主に作品制作時等のクリエイティブに関わる項目＞ 
ワールド内の土地造成、建築物、造形物、ギミック等々を手作業だけで積み上げるのではなく MakeCode で組んだ

プログラムを使用して作成できているかどうか。また、それらが問題無く動作しているかどうかも評価の対象とす
る。

さらにワールド内にレッドストーン回路を使用したギミックや、コマンドブロックを使用した新たなシステム構築、

またリソースパックやアドオンなど外部リソースを新たに組み込むような高度な技術も盛り込んでいる場合、加点対
象とする。

計
画

遂

行
力

参加者向け

作品を作る前にどのように進めていくか、考えることができたか。スケジュールやカレンダーなどを作成して計画を
立てられているか。必要な情報や技術、チームの場合は仲間を集めるための努力をしているか。問題が発生したとき

は、どうするかを考え、予定通りに進められなかった場合も、最後まで完成させるために行動できたか。チームワー
クを高めるために、メンバー同士が協力して作品制作を進められたかどうか。

審査員向け

＜計画力と管理能力、遂行力に関する項目＞
制作を始める前に、どのように進めるかを考えるための「計画遂行力」があるかどうかを評価する。具体的には、制

作期間内に必要な材料や情報が集められ、制作に必要な時間や人員が確保され、制作の進行上の障害が起こった際に
対応策が講じられているかどうかを判断する。また、効果的なスケジュールカレンダーやチーム計画表を作成するた

めの工夫ができたかどうかも評価のポイントとなる。最終的には、当初の完成予定イメージと異なっていたとしても、

最後まで納得のいく制作ができたかどうか、またチームワークを発揮して最後まで進めることができたかどうかを判
断する。

テ
ー

マ

性

参加者向け
大会のテーマをワールドの中で表現できているか。提出物や発表時にテーマについて何を考えて作ったかをしっかり
と伝えられるか。

審査員向け
＜主に作品制作時等のクリエイティブに関わる項目＞ 
年度ごとに設定されている大会のテーマを、しっかりとワールドの制作計画や概要案、構想、設計等に反映できてい

るかどうか、また完成したワールドにそのテーマがきちんと表現されているかどうかを判断する。 

表
現

力

参加者向け
動画や画像、発表時において、作品を人に見せるときに見た目の効果や演出、表現の良さなど、作品の魅力をしっか
りと伝えることができているか。話し方や構成、演出、動画作りにおいて、作品を作った背景やコンセプトを説明す

ることで、見ている側が作品をよく理解し、共感してもらえるようにできたか。

審査員向け

＜主に提出物や発表時のプレゼンなどのアウトプットに関わる項目＞ 
プレゼンや映像、画像などのアウトプットにおいて、作品の魅力やコンセプトを伝える能力や、視覚的な効果や演出、

表現の質の高さなどを評価する。作品の完成度を活かし、魅力的に表現できるかどうか。スピーチやスライドの作成、
映像の編集などが評価の対象となる。また、作品の魅力を引き出す演出や視覚的効果、BGM なども大事なポイント

となり、作品に合わせた独自の演出や BGM を用いることで、作品の世界観をより深く印象付けられたかどうかを評

価とします。
さらに、発表者が作品に対する思いや、制作背景、コンセプトを的確に伝えることで、作品に対する理解を深め、閲

覧者の共感を得たかどうかを判断します。



地区大会予選 概要
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通過作品数： 204作品

リリース ： https://minecraftcup.com/5664/

オンライン投票の流れ：

①会員登録者は、自身の所在地区ブロックの作品を公式サイトの応募作品ページから閲覧
②会員のマイページから各部門（ジュニア／ミドル／ヤング）１票ずつ、合計３票を投票

投票後〜作品選出までの流れ：
①事務局にて投票結果を集計
②各部門上位10チームを、担当する各地区4名の地区大会審査員が採点
③投票結果・採点結果を元に運営委員会にて最終判断を行い、上位６チームを予選通過とする。

作品発表までの流れ：
①事務局の方で最終確認、公開準備
②10月12日（木）、地区大会予選の結果発表公開

https://minecraftcup.com/5664/
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■応募内容
2024年4月1日時点で満19歳以下の、1名以上30名以下で構成された以下の３部門に沿ったチーム
●ジュニア部門：チームの最年長が小学校3年生以下（満9歳以下）で編成されたチーム
●ミドル部門 ：チームの最年長が小学校6年生以下（満12歳以下）で編成されたチーム
●ヤング部門 ：チームの最年長が高校生以下（満19歳以下）で編成されたチーム
※ヤング部門は、中学校生徒・高等学校生徒あるいはそれと同等とみなされる課程に在籍する学生で
あること。

会員登録を済ませ、チームを結成し、チームページから以下の内容を挿入して提出を行った。



地区大会本選 概要
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通過作品数： 37作品

リリース ： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000030.000073971.html
結果発表 ： 2023年12月7日（木）

発表方法 ： 1チーム4分+切り替えバッファ

チーム 分 発表内容

1チーム

1分 動画 (伝えたい内容を簡潔にまとめたもの)

2分
アピールタイム  (参加者自身が作成した教育版マインクラフトのワ

ールド映像とともにスピーチを行う)

1分 審査員からの質疑応答

46

賞の選定について

※選定後、当日あるいは事後に疑義が判明した時は、失格とする場合がある。

地区大会賞 選定数 選定方法とインセンティブ

最優秀賞
各部門

上位１作品

地区審査員により選定（点数準拠）
最優秀賞が自動的に全国大会に進む作品となる

優秀賞
各部門

最優秀賞の次点
２作品

地区審査員により選定（点数準拠）

奨励賞
各部門

下位３作品
地区審査員により選定（点数準拠）

学校賞 1作品 地区審査員により選定（点数準拠）

オーディエ
ンス賞

1作品 予選同様、大会の会員登録をしている者が投票に参加

特別賞
地域パートナーの

数による
地区大会予選・本選のチームの中から地域パートナーが選定

インセンティブ ：事務局よりデジタル表彰状を授与
特別賞は、任意により地域パートナーから副賞の提供あり

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000030.000073971.html


地区大会本選 開催日と配信内訳
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地区大会本選では、6地区で現地開催、7地区でオンラインでの審査会を実施した。
現地には4名の審査員が登壇、会場に来られないチームはTeamsにログインし、遠隔からの発表を行った。
2023年度はオーディエンス賞と学校賞を新たに設置。
オーディエンス賞は、審査会の模様をYouTube Minecraftカップ公式チャンネルにて配信し、公式サイトの
会員登録者はそれらを見た上でオーディエンス投票を行った。

●地区大会本選 開催スケジュール

10月21日(土) 沖縄ブロック  生配信 現地開催（琉球新報ホール）
10月28日(土) 南九州ブロック  生配信 オンライン開催
10月29日(日) 四国ブロック  生配信 現地開催（高知新聞社 新社屋）
11月 3日(金祝) 北九州ブロック  翌日配信 オンライン開催
11月  5日(日)  北海道海外ブロック 生配信   現地開催（北海道新聞社 本社）
11月11日(土) 北陸ブロック  生配信 オンライン開催
11月12日(日) 北関東信州ブロック 生配信 オンライン開催
11月18日(土) 東北ブロック  生配信 オンライン開催
11月19日(日) 南関東ブロック  生配信 現地開催（YOXOボックス）
11月25日(土) 東京ブロック  生配信 オンライン開催
11月26日(日) 東海ブロック  翌日配信 現地開催（イオンモールNagoya Noritake Garden）
12月 2日(土) 中国ブロック  生配信 オンライン開催
12月  3日(日) 近畿ブロック  当日夜配信 現地開催（大阪科学技術センター）



地区大会本選 審査について
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採点方法

審査基準 審査員の採点

構想力 10点満点

調査力 10点満点

技術力 10点満点

計画力 10点満点

作品完成度 10点満点

テーマ性 10点満点

合計 60点

基準点………………………6点

優秀賞………………………8点以上

最優秀賞足り得る作品……9点以上

●審査員 採点画面イメージ
審査員は審査員用ページから対象作品を閲覧し、審査会での発表内容に基づいてその場で採点

●協議〜各賞確定まで
審査員の採点結果を事務局の方で集計。
結果を元に当日中に協議し、賞の選定を行う。
協議の中で順位付けに変動があった場合は、各自点数を修正して調整を行う。
※配信トラブルなどを除き、2分間のスピーチは事務局がタイムを計測し、

2分を超過した場合は減点を行う。



地区大会本選 タイムテーブル
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主なタイムテーブルは下記を基準として進行した。

開始 終了 時間 内容

8:00 8:15 15分 スタッフ集合、自己紹介、流れ確認

8:15 10:00 105分 会場設営、準備

10:00 11:30 90分 テクリハ

11:30 11:50 20分 ジュニア部門リハ・導線確認

11:50 12:10 20分 ミドル部門リハ・導線確認

12:10 12:30 20分 ヤング部門リハ・導線確認

12:30 12:40 10分 最終確認

13:30 一般会場

13:50 14:00 10分 スタンバイ

14:00 14:10 10分 開会式

14:10 14:40 30分 ジュニア部門発表（６作品）

14:40 14:50 10分 休憩・発表者入れ替え

14:50 15:20 30分 ミドル部門発表（６作品）

15:20 15:30 10分 休憩・発表者入れ替え

15:30 16:00 30分 ヤング部門発表（６作品）

16:00 16:05 5分 閉会式

16:05 16:10 5分 配信終了

16:10 16:30 20分 一般閉場

16:30 17:30 60分 撤収作業、現場復帰

17:30 完全撤収



地区大会本選 審査会の様子①
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10月21日(土) 沖縄ブロック
http://youtu.be/h8POZA3ihHA

10月28日(土) 南九州ブロック
http://youtu.be/OPx186bsLOU

10月29日(日) 四国ブロック
http://youtu.be/CO60UjWsd5o

11月3日(金) 北九州ブロック
http://youtu.be/R4G13xU18Gg

11月5日(日) 北海道海外ブロック
http://youtu.be/aC-nHJUXfYE

http://youtu.be/h8POZA3ihHA
http://youtu.be/OPx186bsLOU
http://youtu.be/CO60UjWsd5o
http://youtu.be/R4G13xU18Gg
http://youtu.be/aC-nHJUXfYE
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11月12日(日) 北関東信州ブロック
http://youtu.be/0V0j9zWP4yg

11月18日(土) 東北ブロック
http://youtu.be/R2GFjpJjiis

11月25日(土) 東京ブロック

http://youtu.be/RkzP4AUB3wY

11月11日(土) 北陸ブロック
http://youtu.be/BGJzNzR4C_8

11月19日(日) 南関東ブロック
http://youtu.be/gaFO80Emox8

11月26日(日) 東海ブロック

http://youtu.be/gH9XfxCgfhE

http://youtu.be/0V0j9zWP4yg
http://youtu.be/R2GFjpJjiis
http://youtu.be/RkzP4AUB3wY
http://youtu.be/BGJzNzR4C_8
http://youtu.be/gaFO80Emox8
http://youtu.be/gH9XfxCgfhE
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12月3日(日) 近畿ブロック http://youtu.be/OSItlEgXStY

12月2日(土) 中国ブロック http://youtu.be/cAJMZcY0E-w

http://youtu.be/OSItlEgXStY
http://youtu.be/cAJMZcY0E-w
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全国大会・表彰式：公開概要、プログラム

大会公式YouTube配信先

https://www.youtube.com/watch?v=5XNiehHmyt4

＜第一部 10:00 - 13:45＞ 最終審査会

10:00-10:17 開会式

- Minecraftカップ全国大会 紹介
- 開会あいさつ
（運営委員 事務局長 池本修悟）
- 審査員紹介
- 審査方法について

10:17-13:45 参加者発表 次ページ参照

＜第二部 14:35 - 15:23＞ 大会ふりかえり（裏：審査協議）

14:35-14:53

- 第二部 開会あいさつ（副運営委員長 赤堀侃司）
- パートナーあいさつ・取り組み紹介①
- パートナーあいさつ・取り組み紹介②
- パートナーあいさつ・取り組み紹介③
- パートナーあいさつ・取り組み紹介④

14:53-15:23

- 特別支援の取り組み紹介+日本財団よりあいさつ
- アドバイザーあいさつ
- 地域パートナー取り組み紹介

- 各ブロックの取り組み紹介・動画上映
- 教育効果の紹介
- 後援省庁のあいさつ

＜第三部 15:30 - 17:00＞ 表彰式

15:30-16:43 表彰式

- 第三部 開会あいさつ
（審査員長 タツナミ シュウイチ）
- 表彰式会場／アワードの紹介
- 各アワードの発表／授与

16:43-17:00 閉会式
- 次年度開会宣言（ディレクター 土井隆）
- 閉会あいさつ（運営委員長 鈴木寛）

https://www.youtube.com/watch?v=5XNiehHmyt4
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参加者発表



全国大会・表彰式：概要、視聴回数

タイトル：第5回Minecraftカップ 全国大会・表彰式

日 程 ：2024年2月11日(日)

会 場 ：日本マイクロソフト株式会社 品川本社

リアルとオンラインの複合型で実施

出演者 ：ファイナリスト37組

（ジュニア部門11組、ミドル部門13組、ヤング部門13組）

審査員7名※敬称略

（タツナミシュウイチ、浅利美鈴、Kazu、正頭英和、髙﨑正治、畑紗羅、豊田治彦）

その他（パートナー、アドバイザー、運営委員 他）

発表内容：①応募時からブラッシュアップされた動画 最大1分15秒

②アピールタイム（スピーチ+ワールド内の映像動画） 2分

③審査員との質疑応答 1分

審査方法：審査基準の6項目をそれぞれ10段階評価。

合計点数を元に審査員で審議し、アワードの選定。

配信URL：https://www.youtube.com/live/5XNiehHmyt4

再生回数： 6,612 ※4月5日時点

最大同時接続数：245

56

https://www.youtube.com/live/5XNiehHmyt4
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＜第一部 10:00 - 13:45＞ 最終審査会

10:00-10:17 開会式

- Minecraftカップ全国大会 紹介
- 開会あいさつ
（運営委員 事務局長 池本修悟）
- 審査員紹介
- 審査方法について

10:17-13:45 参加者発表 次ページ参照
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順
番

開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID

作品名 チーム名
人
数

1 10:17 タツナミ
北関東
信州

2060 みんなのまち さらさら 6

2 10:22 浅利
北海道
海外

1486 未来につなげよう!サステナブルの橋 KIRA 1

3 10:27 カズ 四国 1713 二酸化炭素がバランス良い世界 真弓（まゆみ） 1

4 10:32 正頭 中国 1583 まわるまち Ren（れん） 1

5 10:37 豊田 東北 2031
地熱と子どものエネルギーで解決!水害にも負
けないクリーンで住みやすいまち

Team AtoZ Lab Jr（エー
トゥーズィーラボジュニア）

2

6 10:42 畑 南九州 2023
まるごと体験、ぼうのツアー【楽しくなあれ!
ぼくの住む町】

海大好き 1

7 10:47 髙崎 東京 1236
3つの地形に合わせて作った! 3 CLEAN 
ENERGY TOWN スリークリーンエネルギー
タウン

ARAタイチョウ（あら） 1

8 10:52 正頭 近畿 1335
宇宙人も、すべての人も、みんなが住みやす
い! みんな・なかまシティ+自家発電ゆうえ
んち☆

CoderDojo池田石橋 4

9 10:57 タツナミ 南関東 1642 水素燃料電池発電のクリーンな街 れっどすとーん 1

10 11:02 カズ 北九州 2042 地球と仲良し!国境のない「ノマドシティ」 まつだせいじゅ 1

11 11:07 浅利 東海 1312 竜と元気にくらすまち しゅんすけとそうすけ 2



全国大会・表彰式 第一部 ミドル部門発表
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順番
開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID

作品名 チーム名
人
数

1 11:22 正頭 四国 1890 海上の発電町 NESTON松田和志 1

2 11:27 豊田 北陸 1821 キラキラクリーンCity
CoderDojo富山2023（二
千二十三）

6

3 11:32 浅利 東京 1295
みんなに多様性と安心を、そしてエネルギー
を、シノノメのまち

マイクラシノノメ 11

4 11:37 髙崎 中国 1672
コネクトタウン〜みんなのくらしを未来へつ
なぐ〜

チーム2460（にーよんろく
れい）

1

5 11:42 畑 近畿 1889 ELECTRIC CITY もっちー 1

6 11:47 タツナミ
北海道
海外

1254
災害時も障害があってもみんなで支え合える
豊かな街

超！リモート 4

7 11:52 豊田 沖縄 1726
自然とみんなに優しい町〜シンボルツリーハ
ウスを囲んで〜

田村夏帆 1

8 11:57 カズ 東北 1903
7seasons エコアイランド 未来を育む再生
可能エネルギー島の冒険

上條麻理（かみじょうまり
）

1

9 12:02 タツナミ
北関東
信州

2119
持続可能な都市と海洋生物のコラボ The 
Shark City

ItaruShark（いたるしゃ
ーく）

1

10 12:07 浅利 南関東 1213
スポーツでクリーンエネルギーを生む健康で
楽しい街

スポーティー4x4 5

11 12:12 髙崎 北九州 1403 エコウッドタワーシティ まんぞくねこ 1

12 12:17 正頭 東海 1610
歴史を感じ未来を創る Dream 
town Nirayama

My Words, My Creation
（まいわーず まいくりえ
いしょん）

3

13 12:22 畑 南九州 1337
宇宙都市 エイト・ノース 〜サステナブルな
未来をつくろう〜

チームやつきた 6
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順
番

開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID

作品名 チーム名
人
数

1 12:37 - 北陸 1398 AIsland Thousand Leaf Project 1

2 12:42 豊田 四国 1518 木とともに生きる ウッド・テック・シティ てくテックすさき 12

3 12:47 カズ 東北 2032
めざせ!SDGs先進県!秋田をもっと×2自慢でき
る県に!パート2

Team AtoZ Lab 11

4 12:52 髙崎 北九州 1907 3・S・P・P(3つの持続可能な発電所) ハインクラフト 1

5 12:57 タツナミ 近畿 1754 Hydrodom the new generation
水都国際マインクラフト部
（すいと）

21

6 13:02 畑 東京 1718
Eco Village - 最新テクノロジーを利用し、も
っとクリーンエネルギーの社会へ

Coding Lab Urban 
Coders（コーディングラ
ボ アーバンコーダーズ）

16

7 13:07 カズ 沖縄 1692 Bees save the Earth 〜みんなのまち〜 めろんぱんけーき 2

8 13:12 正頭 中国 1173 みんなでつくったTOMOのまち
CoderDojo福山大門（だ
いもん）

12

9 13:17 浅利
北海道
海外

1499
自給自足しながら動物と共生できる町、にゃん
こ町

にゃんこ大挑戦 8

10 13:22 髙崎 南九州 2043 創世の宇宙 創世の海 9

11 13:27 畑
北関東
信州

1859
Borderless Planet 月と地球で誰もが活躍で
きる未来

さいたま市立岸中学英語
部・三室中学校・小学校連
盟チーム

12

12 13:32 豊田 東海 1897 Fusion City 〜融合を目指した街づくり〜
CoderDojo瀬戸
Fusion！（フュージョ
ン）

7

13 13:37 タツナミ 南関東 1179 源流創成都市〜源創京〜
UtoPIA（ユートピア）広
報部

4



全国大会・表彰式 第二部
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＜第二部 14:35 - 15:23＞ 大会ふりかえり（裏：審査協議）

14:35-14:53

- 第二部開会あいさつ（副運営委員長赤堀侃司）

- パートナーあいさつ・取り組み紹介①

- パートナーあいさつ・取り組み紹介②

- パートナーあいさつ・取り組み紹介③

- パートナーあいさつ・取り組み紹介④

- パートナーあいさつ・取り組み紹介⑤

14:53-15:23

- 特別支援の取り組み紹介+日本財団よりあいさつ

- アドバイザーあいさつ

- 地域パートナー取り組み紹介

- 各ブロックの取り組み紹介・動画上映

- 教育効果の紹介

- 後援省庁のあいさつ



全国大会・表彰式 第三部

62

＜第三部 15:30 - 17:00＞ 表彰式

15:30-16:43 表彰式

- 第三部 開会あいさつ

（審査員長タツナミ シュウイチ）

- 表彰式会場／アワードの紹介

- 各アワードの発表／授与

16:43-17:00 閉会式
- 次年度開会宣言（ディレクター 土井隆）

- 閉会あいさつ（運営委員長 鈴木寛）

閉会挨拶 一部抜粋
皆さん本当にありがとうございました。まず参加していただいたジュニア
ミドル・ヤングの皆さん、本当にありがとうございました。今回は500作品と
いうこと、そして10000人を超えるコミュニティ。そのコミュニティの
皆さんがこのMinecraftカップに仲間と一緒に青春をかけて取り組んで
いただいた、その努力に心から熱いものを感じています。



全国大会・表彰式 受賞一覧
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リリース

一番上に上記を記載して、
上記のページ順に表記する。

表形式で良いですが、開始時間と授与者は無くてＯＫ
総合賞などの種別／賞名／作品
の５つ表記にしてください

リリース ： https://minecraftcup.com/6861/

種別 賞 作品ID チーム名 作品名

総合賞 最優秀賞：ジュニア部門 1335 CoderDojo池田石橋
宇宙人も、すべての人も、みんなが住みやすい! み
んな・なかまシティ+自家発電ゆうえんち☆

総合賞 優秀賞：ジュニア部門 2042 まつだせいじゅ 地球と仲良し!国境のない「ノマドシティ」

総合賞 最優秀賞：ミドル部門 1337 チームやつきた
宇宙都市 エイト・ノース 〜サステナブルな未来を
つくろう〜

総合賞 優秀賞：ミドル部門 1903 上條麻理
7seasons エコアイランド 未来を育む再生可能エ
ネルギー島の冒険

総合賞 最優秀賞：ヤング部門 1179 UtoPIA広報部 源流創成都市〜源創京〜

総合賞 優秀賞：ヤング部門 1897 CoderDojo瀬戸Fusion！ Fusion City 〜融合を目指した街づくり〜

総合賞 新人賞 1179 UtoPIA広報部 源流創成都市〜源創京〜

総合賞 学校賞 1754 水都国際マインクラフト部 Hydrodom the new generation

総合賞 オーディエンス賞 1254 超！リモート
災害時も障害があってもみんなで支え合える豊か
な街

特別賞 すすめ、ゼロカーボン！賞 1335 CoderDojo池田石橋
宇宙人も、すべての人も、みんなが住みやすい! み
んな・なかまシティ+自家発電ゆうえんち☆

特別賞 幸せ住まい賞 1236 ARAタイチョウ
3つの地形に合わせて作った! 3 CLEAN 
ENERGY TOWN スリークリーンエネルギータウ
ン

特別賞 ワクワクして暮らせる社会賞 1692 めろんぱんけーき Bees save the Earth 〜みんなのまち〜

特別賞 人とまち賞 1859
さいたま市立岸中学英語部・三
室中学校・小学校連盟チーム

Borderless Planet 月と地球で誰もが活躍できる
未来

特別賞
まじめにふまじめ！？
楽しんでつくったで賞

1713 真弓 二酸化炭素がバランス良い世界

特別賞 こどもとIT賞 1903 上條麻理
7seasons エコアイランド 未来を育む再生可能エ
ネルギー島の冒険

特別賞 ベストチームワーク賞 1499 にゃんこ大挑戦
自給自足しながら動物と共生できる町、にゃんこ
町

特別賞 One World One Family賞 1254 超！リモート
災害時も障害があってもみんなで支え合える豊か
な街

特別賞 クラフター賞 2043 創世の海 創世の宇宙

特別賞 SDGs賞 1610 My Words, My Creation 歴史を感じ未来を創る Dream town Nirayama

特別賞 映像クリエイティブ賞 1213 スポーティー4x4
スポーツでクリーンエネルギーを生む健康で楽し
い街

特別賞 フューチャーイノベーション賞 1889 もっちー ELECTRIC CITY

特別賞 エデュテイメント賞 1312 しゅんすけとそうすけ 竜と元気にくらすまち

特別賞 建築賞 1173 CoderDojo福山大門 みんなでつくったTOMOのまち

特別賞 プログラミング賞 1718 Coding Lab Urban Coders
Eco Village - 最新テクノロジーを利用し、もっと
クリーンエネルギーの社会へ

特別賞 サステナブルまちづくり賞 2031 Team AtoZ Lab Jr
地熱と子どものエネルギーで解決!水害にも負けな
いクリーンで住みやすいまち

https://minecraftcup.com/6861/


全国大会・表彰式 受賞一覧（奨励賞）

64

作品ID チーム名 作品名

2060 さらさら みんなのまち

1907 ハインクラフト 3・S・P・P(3つの持続可能な発電所)

2032 Team AtoZ Lab めざせ!SDGs先進県!秋田をもっと×2自慢できる県に!パート2

1518 てくテックすさき 木とともに生きるウッド・テック・シティ

1398 Thousand Leaf Project AIsland

1403 まんぞくねこ エコウッドタワーシティ

2119 ItaruShark 持続可能な都市と海洋生物のコラボ The Shark City

1726 田村夏帆 自然とみんなに優しい町〜シンボルツリーハウスを囲んで〜

1672 チーム2460 コネクトタウン〜みんなのくらしを未来へつなぐ〜

1295 マイクラシノノメ みんなに多様性と安心を、そしてエネルギーを、シノノメのまち

1821 CoderDojo富山2023 キラキラクリーンCity

1890 NESTON松田和志 海上の発電町

1642 れっどすとーん 水素燃料電池発電のクリーンな街

2023 海大好き まるごと体験、ぼうのツアー【楽しくなあれ!ぼくの住む町】

1583 Ren まわるまち

1486 KIRA 未来につなげよう!サステナブルの橋

写真
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